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テーマ

『チーム－6%に加盟している企業に投資』

前回テーマ[リサイクル、廃棄物処理関連]
変更理由

より投資しがいのあるテーマへ



電気・ガス業

1. 関西電力

2. 九州電力

3. 西部ガス



九州電力

売上 1兆4823億円(連結)
営業利益 1055億円(連結)
経常利益 723億円(連結)
自己資本比率(連) 26.3% (2007年3月)
環境への取り組み グリーン電力制度



関西電力
売上 1兆3092億円(連結)
営業利益 1871億円(連結)
経常利益 1525億円(連結)
自己資本比率(連) 27.1% （2008年3月）

環境への取り組み オール電化促進



西部ガス

売上 156億1530万円(連結)
営業利益 4億7000万円

経常利益 3億2700万円

自己資本比率 (連) 21.6% (2007年3月)
環境への取り組み 社員への環境教育



陸運業

1. 日立物流

2. アルプス物流



日立物流(総合物流企業)
売上 3700億円(連結)
営業利益 154億(連結)
経常利益 154億(連結)
自己資本比率(連) 61.9% （2008年3月)
環境への取り組み 環境保全行動指針



アルプス物流（電子機器物流）

売上 634億7300万円(連結)
営業利益 55億1600万円

経常利益 56億7900万円

自己資本比率(連) 55.5% (2008年3月)
環境への取り組み エコドライブや環境適合車の導入



輸送用機器業界



トヨタ自動車

平成２１年３月期第四半期(連結)
売上高 6,215,130百万円

営業利益 412,591百万円

第四半期純利益 353,659百万円

※米国会計基準

http://smartchart.nikkei.co.jp/smartchart.aspx?Scode=7203.1


主な製品

自動車(カローラアクシオ、プリウス、クラウン
等)



環境活動

低燃費エンジンの普及

燃料電池車

生産でのCO2削減



食品業界



キリン・ホールディングス

平成20年12月期 中間決算短信

売上高 1兆47,8億1700万円

営業利益 475億6500万円

経常利益47,6億4300万円

http://smartchart.nikkei.co.jp/smartchart.aspx?Scode=2503.1


主な製品

清涼飲料水(キリン生茶、キリンアルカリイオン
水、キリン午後の紅茶シリーズ等)



環境活動

ペコロジーボトル

モータルシフトの推進



丸大食品

平成20年3月期第四半期

売上高 486億4200万円

営業利益3億7000万円

経常利益5億8400万円

http://smartchart.nikkei.co.jp/smartchart.aspx?Scode=2288.1


主な製品

ハム・ソーセージ(燻製屋、うす塩等)

惣菜(スマイルクッキング等)



環境活動

過剰包装の削減

再生紙の導入

省エネの意識付け



電気機器業界



パナソニックグループ

2008年度第１四半期(連結)
売上高 2兆1520億円

営業利益 1,096億円

当期純利益 730億円

※米国会計基準

http://smartchart.nikkei.co.jp/smartchart.aspx?Scode=6752.1


主な製品

テレビ(プラズマ・液晶テレビVIERA等)

カメラ(デジタルカメラLUMIX等)

オーディオ(SDオーディオプレーヤーD-snap
等)



環境活動

CO2排出量削減を基幹の経営指標に位置付
け

省エネ製品の追求

ものづくり全体のプロセスでCO２削減

エコを広げる活動



京セラ
売上 1兆2904億3600万円

純利益 1072億4400万円

（2008年度3月期）

代表的な製品

住宅用ソーラー 携帯電話



環境活動

自社の工場11社で太陽光発電システムを取
り入れる

ターボ冷凍機を組み合わせたエネルギー複
合運用システム

→CO2削減



保険業界



損害保険ジャパン

売上 9兆570億5300万円

経常利益 57億662０万円

純利益 28億2070万円

（平成18年度9月期中間決算）



環境活動

地球温暖化に対する

『市民のための環境公開講座』

→平成１５年度 地球温暖化防止活動大臣表彰
制度の環境教育部門において表彰



製薬業界



武田薬品工業

売上 1兆3748億２００万円

営業利益 4231億2300万円

経常利益 5364億1500万円

代表的な製品 アクトス ブロプレス等



環境活動

第9次省エネルギー計画

2006年度から2010年度の五ヵ年でCO2排出
量2005年度比40%減を目指す

現在、10万トンの削減に成功

今後、重油から都市ガスへのエネルギー転換
を行う計画が進行



不動産業界



イオンモール

資本金 166億62百万円

売上高連結 968億円、単独971億円
総資産連結 3,776億円、単独3,763億円

営業利益 16,406百万円

経常利益 15,897百万円



環境への取り組み

省エネ・省資源・住環境負荷低減

廃棄物ゼロのSCづくり

地域での雇用促進に貢献

地元の文化・伝統を大切にする「地産地消

ユニバーサルデザイン導入

ハード面、ソフト面の双方で対応

SC内にデイサービスセンターを設置



日系チャート



小売業界



ファミリーマート
資本金166億5,800万円

売上高連結：3,194億3,900万円
単独：2,103億5,100万円

総資産連結：3,512億7,100万円
単独：3,127億8,900万円

経常利益393億円

営業利益364億円



環境への取り組み

商品の取り組み、店舗施設、事務所、物流、
店舗の取り組み

代表商品

フレッシュ野菜サラダ

新鮮輝きたまご



日系チャート



情報・通信業界



KDDI
資本金 1,418億5,100万円

売上高 3兆5,962億円

総資産 2兆8,792億円

経常利益 4079億2700万円

営業利益 4004億5200万円



環境への取り組み

省エネルギー・省資源・リサイクルなどのさま
ざまな環境保全活動

KDDIの環境マネジメント体制

代表商品

光ファイバー、携帯電話、メタルプラン電話



日系チャート



各企業の比較表

安全性、収益率、環境への貢献度の3つの観点から各企業
を評価

比較表の基準は、
安全性は自己資本比率を、
収益率はPERを、
環境貢献度が環境経営度調査ランキングを参考

総合優良度は各基準で、Aが3点、Bが2点、Cが1点、Dが0
点とした時の総合点とした



安全性（自己資本比率）
収益率
（PER）

環境貢献度（環境経営度調査）
総合優良
度

関西電力 C(27.1%) C(27.22倍) C(スコア52) 3

九州電力 C(26.3%) C(26.42倍) C(スコア58) 3

アルプス物流 A(55.5%) A(5.94倍) D(ランク外） 4

日立物流 A(61.9%) B(18.69倍) Ａ(スコア100) 8

西部ガス C(21.6%) D(57.05倍) D(ランク外） 1

キリン・ホールディングス B(42.7%) B(17.29倍) C(スコア69) 4

トヨタ自動車 B(36.6%) A(7.86倍) A(スコア92) 8

丸大食品 A(53.7%) C(25.10倍) D(ランク外） 4

パナソニックグループ A(50.3%) A(13.06倍) C(スコア74) 7

損害保険ジャパン D(16.6%) A(13.57倍) A(スコア100) 6

武田製薬工業 A(80%) A(12.17倍) B(スコア81) 8

京セラ A(73.4%) A(10.71倍) A(スコア95) 9

イオンモール B(32.49%) C(22.49倍) A(スコア100) 5

KDDI D(12.29%) A(12.29倍) C(スコア63) 4

ファミリーマート A(52.2%) C(23.69倍) B(スコア89) 6


	模擬株式投資計画
	テーマ
	電気・ガス業
	九州電力
	関西電力
	西部ガス
	陸運業
	日立物流(総合物流企業)
	アルプス物流（電子機器物流）
	輸送用機器業界
	トヨタ自動車
	主な製品
	環境活動
	　　食品業界
	キリン・ホールディングス
	主な製品
	環境活動
	丸大食品
	主な製品
	環境活動
	　電気機器業界
	パナソニックグループ
	主な製品
	環境活動
	京セラ
	環境活動
	　　保険業界
	損害保険ジャパン
	環境活動
	　　製薬業界
	武田薬品工業
	環境活動
	　不動産業界
	イオンモール
	スライド番号 35
	日系チャート�
	　小売業界
	ファミリーマート
	スライド番号 39
	日系チャート
	　情報・通信業界
	KDDI�
	スライド番号 43
	日系チャート
	各企業の比較表
	スライド番号 46

